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大阪公立大学医学部附属病院

脳神経外科 診療科副部長 一ノ瀬 努

脳卒中診療に対する当院での取り組み
   －地域への貢献のために－

大阪公立大学医学部附属病院では、脳神経内科と脳神経外科が共同で脳卒中ホットラインの強化

に取り組んでいます。当院は日本脳卒中学会認定の一次脳卒中センターであり、複数の脳卒中専門

医・指導医、脳血管内治療専門医が在籍し、24時間/365日で脳卒中救急診療に対応しています。

2022～2023年はCOVIT19の影響もあり、脳卒中ホットラインの断り率が30～50％と高いこ

とが問題でした。応需率改善のため、以下の院内連携による対策を行ってきました。①集中治療医

学との連携による脳卒中患者のスムースな入院。②救命救急科との連携による受け入れ可否の対

応の簡略化。③救急隊への広告。これらの対策により、2024年度は脳卒中ホットラインの断り率は

6%に低下しています。救急隊からは少なくとも6分以内の返答が求められますが、現時点では3分

以内の返答を目標としています。今後は即時の返答ができるよう、さらなる改善に努めています。ま

た、脳卒中診療チームとして、脳神経内科・脳神経外科医師の他、救命救急センター看護師とともに

院内外での勉強会も開催しています。

一般演題Ⅰ

現在、脳卒中患者の搬入経路としては脳卒中ホッ

トライン以外にも、3次救急や通院中患者救急があ

り、病院として受け入れを強化しています。代表症

例として脳卒中ホットライン経由で搬入された、右

中大脳動脈閉塞症例を提示します。血栓回収療法

により良好な再開通が得られました。

脳卒中急性期治療においてもより良い診療を提

供することは、大阪公立大学医学部附属病院とし

ての責務と考えております。今後とも地域連携強

化をよろしくお願いいたします。



本講演では、当科における循環器救急診療を中心とした地域医療への貢献をご紹介しました。循

環器内科は虚血性心疾患、末梢血管疾患、構造的心疾患、肺高血圧症、不整脈、心不全、基礎研究ま

で幅広く対応しています。急性冠症候群（ACS）では、責任病変の治療に多様な画像診断や最新技

術を駆使して最適な血行再建を行い、さらに非責任病変からのイベント発症リスクにも注目してい

ます。LDLコレステロールをより低く管理する重要性や、PCSK9阻害薬による早期介入でプラーク

安定化を図るエビデンスも示しました。また、冠動脈に狭窄を認めない心筋梗塞・狭心症

（MINOCA／INOCA）や冠微小循環障害に対し、侵襲的機能評価の意義と地域連携による診療体

制を解説しました。心不全診療ではガイドラインに基づく地域包括ケア、TAVIや左脚領域ペーシン

グ、不整脈アブレーションなど高度医療後のフォロー体制を紹介。当科は24時間365日対応可能

な救急体制を整え、急性期から慢性期まで切れ目なく、地域と連携して患者中心の医療を提供して

います。わが国では循環器病が主要な死因であり、今後も地域の先生方と力を合わせ、その制圧に

取り組んでまいります。

一般演題Ⅱ

次 回 開 催 の お 知 ら せ

次回の医療連携 Face to Faceの会は

令和7年11月8日（土） 16:00～

あべのハルカス25階 貸会議室 にて開催いたします。

発 行 ： 大阪公立大学医学部附属病院
 「Face to Faceの会」事務局

文 責 ： 患者総合支援センター長

 角南 貴司子（世話人代表）

連絡先 ： 06-6645-2857（患者支援課）

大阪公立大学医学部附属病院

循環器内科 診療科副部長 大塚 憲一郎

循環器内科の地域貢献への取り組み
  ～循環器救急医療を中心に～
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